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1 はじめに

飼料用 トウモロコシ栽培の省力化技術 として不耕起播

種が提案されているが,不耕起播種では トウモロコシの

出芽、定着や初期生育が不安定であること,ま た,播種

時の雑草防除など改善すべき課題が多い。特に,春先の

播種時に雑草抑制は トウモロコシの出芽後の生育にも重

要であり,その手段 として非選択性除草剤の利用が有効

と考えられる。そこで,本試験では不耕起栽培における

非選択性除草剤が トウモロヨシの出芽および雑草に及ぼ

す影響を検討 した。

2 試験方法

(1)播種

岩手県農業研究センター内の圃場 (岩 手県滝沢村)に

おいて,前作, トウモロコシ栽培地に飼料用 トウモロコ

シ (パイオニア 122)を 畝間75cm,株間21cmで不耕起に

て播種 した。不耕起播種は」ohn Sheare NM950072,

耕起播種はタカキタ」S4105に て播種を行つた。播種 日

は2004年 は5月 19日 ,2005年 は5月 26日 であつた。

(2)ト ウモロコシ出芽調査

2004年 6月 2日 ,23日 に,非選択性除草剤を使用し

ない不耕起播種が トウモロコシの発芽・定着にどのよう

に影響を及ぼすかを確認するため, トウモロコシの単位

面積あたりの出芽数 と定着数を比較 した。

(3)播種前雑草調査

2005年の不耕起播種区における播種前 日の雑草発生状

況を調査 した。単位面積 (lr)あた りの雑草の草種ご

との個体数,草高および植被率の調査を24カ所行つた。

(4)非選択性除草剤の播種前処理効果の検討

非選択性除草剤 としてグリホサー トアンモニウム塩液

剤 (41%)を下記の使用量・散布水量 (10aあた り)で

処理 した。散布ノズルは小量散布用専用ノズル (25L/1

0a)を使用 した。

処理区の概要
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散布は播種同日に行い,それぞれの処理区の面積を 12

ポ (3mX 4 m)と し 2反復行つた。調査は除草剤散布

20日 後に 1区あた り試験区中央部を1ポ を抜き取 り,草

種ごとに分け生重量を測定した。

3 結果および考察

(1)不耕起播種前の雑草の状況

不耕起播種前 日の試験圃場の植被率は平均 314%で ハ

ルジオンが最優占種でありその草高は 50～ 20 0cmで

あった。この他, コハコベ,ッュクサ,ナズナ,セイヨ

ウタンポポも見られた (表 1)。

(2)ト ウモロコシ出芽・定着に及ぼす影響

2004年 の播種量は不耕起播種3 23kg/10a,耕起播種20
5kg/10aと な り,播種機械の精度の違いにより不耕起播

種の方が多くなった。不耕起播種においては播種量が多

かったが, トウモロコシの (定着数)/(播 種量より推

測される採植本数)の害1合 は耕起播種 87%,不 耕起播

種 38%で,不耕起播種の方が 49%程少なかつた (図 1)。

非選択性除草剤を使用しなかつた時は不耕起播種におい

ては発芽・出芽が抑制される傾向にあつた。

(3)非選択性除草剤の播種前処理が雑草 とトウモロヨシ

に及ぼす影響

両年次ともグリホサー トアンモニウム塩の効果は使用

量や散布水量にかかわらず高く,2004年 は雑草の現存

量は無処理区に比べて 22%以下,2005年は 6%以下と

なつた。2004年 は処理区のナズナに対 して効果が劣つ

ていたが,こ れは少数の大きな個体が残つた結果であり,

春先の優 占種であるハルジオンについては防除効果が高

かった (図 2)。 2005年の調査ではハルジオン,ハ コベ

類について特に効果が高かつた (図 4)。 また,無処理

区の トウモ ロコシ収量は除草剤処理区と比較 して 22%
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～ 54%程低下 した (図 3、 5)。 以上のことより,不耕起

播種にあたっては非選択性の除草剤の使用が望ましいと

考えられた。

4 まとめ

トウモロコシ不耕起播種における播種前のグリホサー

トアンモニウム塩液剤の 250-500mν10a処理によリハ

ルジオン等の効果的な防除が可能であった。一方,無処

理区では トウモロコシ出芽数,収量ともに減少 した。以

表1播種前の雑草個体数,草高および植被率

上のことにより,ト ウモロコシの不耕起栽培を行う場合,

播種前の非選択性除草剤処理を含めた雑草防除体系が望

ましいことが明らかとなった。
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個体数 草高(cm)コ 体数(最大値/最小値草高(最大値/最小値)出現率(%)植被率 (96)
ハルジオン    1635     114        464/26             20/5           1oo      28 5
コハコベ      820      24
ツユクサ    29    04
ナズナ    06    15

セイヨウタンポポ  12     2
その他広葉   10    -

3/2            46
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12/2           50
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図 1非選択性除草剤無処理条件下での トウモロコシの出芽・定着数 (2004年 )
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図3 トウモロコシの乾物収量(2004年 )日後調査
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20日 後調査   図5ト ウモロコシの乾物収量 (2005年 )

※個体数・草高は 24カ所,1ゴあた りの平均値
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